
土砂災害危険区域合同調査実施 
 
平成 26 年 6 月 20 日開催の「鶴岡市朝日地区 土砂災害危険区域調査」に、赤川砂防出張所２名

及び防災エキスパート１名が参加しました。 
この調査は、土砂災害防止月間であります 6 月に現状把握や他機関との情報共有のため、鶴岡市

朝日庁舎主催で毎年行われています。今年度は、昨年(平成 25 年度)に「土砂災害ハザードマップ」

が整備された大網地区を対象として、土石流の危険箇所や急傾斜地の崩壊の危険箇所など 8 カ所を

調査しました。 
関谷地内では、昨年 7 月の豪雨による斜面崩落箇所の復旧工事（山形県河川砂防課）が行われて

いました。 
土砂災害ハザードマップには「土砂災害の危険区域」、「避難場所」、「避難ルート」などが示され

ています。自宅からの避難ルート等を家族全員で確認しましょう。 
 

参加機関 
 参 加 機 関 名 

1 鶴岡市 朝日庁舎 総務企画課 
2 鶴岡市 南部建設事務室 
3 鶴岡市消防団 朝日方面隊 
4 鶴岡市消防署 朝日分室 
5 鶴岡警察署 あさひ駐在署 
6 山形県庄内総合支庁建設部河川砂防課 
7 国土交通省新庄河川事務所赤川砂防出張所 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

●用語解説 「土砂災害ハザードマップ」 
ハザードマップとは、災害が起こりそうなときに、住民の方々が安全に避難できるように、被害

の予測区域や、避難場所、避難ルート等を示した地図のことです。市町村の長が作成する事になっ

ています。いろいろな災害がありますが、土砂災害の発生原因となる「がけ崩れ」、「土石流」、「地

すべり」に関してのハザードマップを「土砂災害ハザードマップ」といいます。 
※鶴岡市内のハザードマップは、鶴岡市ホームページの防災コーナーをご覧ください。 

こちらからでも → http://www.city.tsuruoka.lg.jp/020201/page4204.html 
  
 
 
 

大網地区（関谷） 
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